■意見具申（素案）からの加筆・修正点

	№
	箇所
	修正前（指摘事項等）
	修正後

	1
	p.1　2行
	･･･のうち、事前評価である大阪モノレール延伸事業･･･
	･･･のうち、大阪モノレール延伸事業･･･

	2
	p.1　7行
	･･･、前述の１件については、･･･
	･･･、本事業については、･･･

	3
	p.1　8～9行
	・・・に着手したいとの申し出があったことから、・・・
	・・・に着手したいと府から申し出があったため、・・・

	4
	p.1　15～18行
	下記の１事業について審議を行った。その結果、府の対応方針（原案）は、本審議会に提出された資料と説明の範囲において適切であると判断した。
対象事業と府の対応方針（原案）

（表）

※審議案件は、事前評価の対象事業
なお、本事業の審議における主な論点と今後の事業実施において改善・留意すべき事項は、以下のとおりである。

【モノレール事業】

大阪モノレール延伸事業（門真市松葉町～東大阪市瓜生堂）
	本事業は事前評価の対象事業で、府の対応方針（原案）は「事業実施」である。本審議会は提出された資料と説明の範囲において適切であると判断した。
なお、本事業の審議における主な論点は、以下のとおりである。



	5
	p.1　20行
	約9.0㎞
	9.0㎞

	6
	p.1　28行
	・・・を実施したいとの提案があった。
	・・・を実施したいと府から提案があった。

	7
	p.1　32～36行
	これに対し、事業区間である府道大阪中央環状線は慢性的に混雑しており、ＬＲＴやバスを新たに導入すれば、更なる混雑の悪化を招き、周辺環境への影響も懸念される。また、輸送の定時性を確保するためには専用レーンが必要となり、ほぼ全線にわたる用地買収や拡幅工事が必要となる。さらに、モノレール以外の輸送手段では門真市駅での乗換えが必要となり、利用者の乗継利便性を確保するためにも、モノレールの延伸が最適であるとの説明を受けた。なお、新たな沿線開発やまちづくりの促進といった沿線地域を活性化させる効果についても、モノレールの延伸が最も大きくなるとのことであった。
	これに対し、府から、新交通システム、ＬＲＴ及びバスとの比較において、府道大阪中央環状線の交通混雑、周辺環境への影響、輸送の安全性や定時性の確保及び既存営業線との乗継ぎ利便性を考慮すると、モノレールの延伸が最適であり、新たな沿線開発やまちづくりの促進といった沿線地域を活性化させる効果についても、モノレールの延伸が最も大きくなるとの説明を受けた。


	№
	箇所
	修正前（指摘事項等）
	修正後

	8
	p.1　37行

～p.2　1行
	―
	また、費用便益分析や採算性の検証において基礎となる需要予測の前提条件について説明を求めた。

これに対し、府から、沿線開発による利用者の増加が見込まれるが、過大推計とならないよう、誘発される沿線開発は見込まず、大阪府の将来推計により人口が減少することを考慮して需要予測を行い、沿線開発等が進まなかった場合や、人口減少がより進んだ場合等による感度分析も実施したとの説明を受けた。

	9
	p.2　2行
	また、新設する４駅は・・・
	さらに、新設する４駅は・・・

	10
	p.2　4行
	これに対し、延伸区間の開業には
・・・
	これに対し、府から、延伸区間の開業には・・・

	11
	p.2　8行
	さらに、費用便益分析の算出プロセスや採算性の検証を行った際の感度分析及び需要予測についても詳細な説明を受けた。
	（削除）

	12
	p.2　10行
	４　結び
	４　留意事項

	13
	p.2　14～16行
	また、緑化等の環境にも配慮のうえ、完成予定である平成41年に開業できるよう、適切な進捗管理を求める。
	また、「みどりの大阪推進計画」に基づき、質の高いみどりを保てるよう配慮のうえ、事業効果の早期発現のため、平成41年に開業できるよう適切な進捗管理を求める。
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